歴史地震研究会2009年度 第４回幹事会議事録

2009年（平成21年）5月25日（月）15:00～17:00於地震予知総合研究振興会会議室

出席者：北原・武村・諸井・松浦・植竹・小松原・中村

1． ホームページ・お知らせページ設置について
　広報委員より歴史地震研究会のホームページに行事等に関する「最新のお知らせ」を設置し，大津大会の第一報及び立命館大学歴史都市防災センターにおいて開催の講演会についてアップしたとの報告があった。
2． 会誌の編集状況について
編集委員より最終的に22編の投稿があり査読を実施した。現時点で12編は修正原稿を受理し，会誌は6月中に発行する予定である旨の報告があった。
３．会誌と会費振込用紙送付等について

会誌と会費の振込用紙は，会誌と共に同封することとなった。
振込用紙は会誌と同封された場合に紛失しやすいことが会員より指摘されていたため，編集委員は，封筒表に「振込用紙在中」を明記することとなった。また，振込用紙には，会計委員が歴史地震研究会の名称及び口座番号を記載することとなった。そのためスタンプ印を新たに作成することが了承された。
4． 会員の確認及び新規入会について
会員は現在198名であるが，会費未納者には会計委員などから連絡することとなった。

また，新規入会２名があることが会計委員より報告があり了承された。

５．今年度大津大会準備に関して

　5.1　大会申込みについて
発表申込の締切りは，地震学会ニュースレターの発行に間に合わせるため、5月末とすることとなった。ただし，余裕あればその後も受け付ける。また，予稿原稿の投稿・見学会・懇親会の締め切りは7月末とすることとなった。
これらの情報は，行事委員からmushaメーリングリストに流し，広報委員はホームページにアップすることとなった。
予稿原稿は、来年度の会誌に掲載できるようにワードファイル等の電子ファイルで受け付ける。
5.2大会行事について

　下記について，確認・了承された。
・招待は6名で参加費・懇親会費は無料とする。

・領収書（参加費・巡検費・懇親会費）を会計委員が準備する。

・学生アルバイト２名を２日お願いする。予算は1万2000円/１人日とする。
６．企画展の後援等に関して
6.1　神奈川大学非文字資料研究センター第３回公開研究会（本研究会後援）

 会長より「震災復興と文化変容－関東大震災後の横浜・東京－（3月14日（土）10:00-16:20 於：横浜みなとみらいランドマークタワー2501会議室）」が実施され，市民を含む100名以上の参加者があった旨の報告があった。
　
6.2　立命館大学歴史都市防災研究センター・企画展示及び講演会（本研究会後援）
　　会長より企画展示会「地図を通して見る関東大震災（4月8日～5月10日）」及び記念講演会「関東大震災を検証する－救援・復興・防災－（4月25日）」が実施され，国土地理院や立命館大学所有の版画原画などのパネルが展示された等の報告があった。

6.3　東京都測量設計業協会展示

会長より，新宿に展示会（６月２日～４日）が予定されている旨の報告があり，広報委員は，歴史地震研究会のHPに本展示会のリンクをはることとなった。
７．その他

・次々回大会について話し合いがなされた。
・大津大会総会の準備のため，次回幹事会は，約２ヶ月後の７月23日15時から地震予知総合研究振興会会議室にて行うこととなった。
以　上
